


3 . 1 1から1年、「私たちは何をしてきたか？」「私たちはこれからどこへ向かうのか？」約70組のアーティスト・建築家・デザイナー・活動家・企業・NPO・

新聞社などによる、多様な活動を時間•テーマ•地域を軸に展示。震災から学んだことを振り返り、これからの日本のあり方について考えます。
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遠 藤一郎（未来美術家）

「GO FOR FUTURE」のメッセージを発信し、

人々に夢を描き込んでもらう「未来へ号」に

乗り各地をまわる。大船渡「やっぺし祭」、釜

石や福島で「未来龍大空凧」などを行う。

「みんなの家」は住まいを失った人々が暖を

とり、飲み、食べ、語り合える憩いの空間。それ

は「精神の安らぎを得る場所」であり「復興に

ついて語り合う拠点」でもある。

アーティスト・椿昇の阪神淡路大震災の体験

から、小型トレーラー付き自転車をマイクロド

ネーションを呼びかけて製作、現地に届ける。

クリーンエネルギー世界への提言でもある。

石巻の若い商店主たちと商店街再生を目指

す。再生可能な物件を使い、次世代エネル

ギーの体験施設や復興バーなど、商業や文化

の観点から行動し未来の石巻をつくる。

津波により大きな被害を受けた陸前高田市出

身の写真家が、以前に撮っていた懐かしい故

郷の姿のスライドショー「気仙川2002-2010」

を、震災後のいくつかの写真と対にして展示。

畠 山 直哉（写真家）椿 昇（現代美術家）

伊東豊雄建築設計事務所

気仙沼市本吉町の港を見おろす場所に、被

災地に生える竹約1 , 0 0 0本を伐採し、直径

1 7mの集会所を地元住民と学生とともに

建設。

滋賀県立大学
陶器浩一研究室＋高橋工業
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ユイノハマプロジェクト＋
わわプロジェクト
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津波で汚れた写真やアルバムをきれいにし、持ち

主へ戻すボランティア支援プロジェクト。各地での

洗浄指導、道具の提供と、自らボランティアを募り

洗浄も行う。写真とともに町の記憶も繋ぎ止める。

“浜”を感じ、みんなが集える“場”を現在建築中。仮

設住宅が建てられず、住民の多くが町を離れざるを

得なかった石巻市桃浦にて“場”や“コト”を通じて

「浜っ子のこれから」をお手伝いするプロジェクト。

被災地を想う気持ちを形にしたい人の支援。

制作物を届け、被災者の気持ちの支援。ふたつ

の気持ちを繫げていき、互いが次の行動を起こ

す“コト”の支援。それがハートマークビューイング。

7 8 9

「10年かかっても必ずもとの姿に戻す。
　祭りの復活が復興の証」
山田八幡宮と大杉神社からなる『山田祭』は町内最大のお

祭り。震災で大杉神社は流失したが、町外へ避難している

住民を呼び戻すためにも祭の復活が望まれている。

1 山田八幡宮・大杉神社（岩手県山田町） 

佐藤 明徳
「犠牲者に恥ずかしくないような生き方を。　
 怖いものは何もない」
町民の多くが職を失う中、瓦礫を薪にして販売するプロジェ

クト『復活の薪』を開始。現在は、森林整備を行いながら”自

然の中で暮らす喜びと誇り”に溢れた町づくりを目指す。

2
特定非営利活動法人 吉里吉里国
（岩手県大槌町吉里吉里）

芳賀 正彦

3 . 1 1直後から現在までの想いを、15名の復興リーダーたちが語ります。

42インチの大型モニターによる展示は、等身大で映し出された彼らと向

き合うことができます。

津波の爪痕がいまだ残る被災地。一方で、3 . 1 1以前と変わらない日常に戻って

いく非被災地。震災から1年となる2012年3月、「どこで•だれが•何を想い•どのよ

うな活動を行っているのか」をあらためてみつめ、復興に向けて創造力を持って

表現・活動する人たちの想いと活動内容を共有する展覧会を開催致します。

自分たちの街、文化、そして生活を自らの手でつくりはじめた被災地の

リーダーたちの声をしっかりと受け止めてください。

そして、彼らの活動に共感していただけたなら寄付をして下さい。

寄付はそのまま、彼らの活動の原動力となっていきます。

わわプロジェクト
ディレクター中村政人

被災地の復興リーダーが語る映像展示

アーティスト、建築家、企業などによる復興支援・活動の展示

くまもとアートポリス東北支援「みんなの家」 「GO FOR FUTURE」

「竹の会所 復興の方舟」 「VITAL FOOT PROJECT」

HEART MARK VIEWING
実行委員会（代表 日比野克彦）

「HEART MARK ♥ VIEWING」

富士フイルム株式会社

「富士フイルム写真救済プロジェクト」 「浜っ子としてこれからも、 in 桃浦」

「陸前高田」

■鹿野順一｜いわて連携復興センター（岩手県釜石市）
■山崎 純｜ポルコロッソ（岩手県大船渡市）
■鈴木千夏｜ままのて（宮城県塩竈市）

■多田一彦｜特定非営利活動法人 遠野まごころネット（岩手県遠野市）
■後藤建夫•甲谷泰成｜（宮城県石巻市桃浦）
■末永早夏｜地域活性プロジェクト【MUSUBU】（福島県いわき市／東京）

■菅原 誠•佐々木洋裕｜AD BOAT PROJECT（岩手県盛岡市／釜石市）
■梶原千恵｜石巻ワンダー横丁（宮城県石巻市）
■矢部 亨｜株式会社矢部園茶舗 （宮城県塩竈市）

「すべてを失い、バラバラになった町。
  酒をつくることで “生きた証” を証明したい」
江戸時代末期から続く“日本一海に近い酒蔵”。蔵の流失に

加え、原発事故により町に戻れない状況の中、“いつか浪

江に戻る”という強い想いを抱きながら酒造りを再開。

6
株式会社 鈴木酒造店 長井蔵
（福島県双葉郡浪江町・山形県長井市）

鈴木 大介
「“もの” が語り、桜が示し続ける。
  後世に語り継ぐことで、助かる命がある」
アートと地域文化を結び、創造的芸術活動を行う団体。津

波でねじ曲がった公共物を残した震災を後世に伝える

『3.11メモリアルプロジェクト』他を始動。

5 一般社団法人MMIX Lab（宮城県仙台市） 

村上 タカシ
「故郷に埋もれている"宝"を掘り起こし
  町の人々が誇れる塩ミュージアムをつくりたい」
塩づくりの聖地・塩竈で昔ながらの製法で塩づくりを行う。

震災後はいち早く活動を再開し、町の文化・宝である塩づく

りを後世に残すための“塩ミュージアム”を構想。

3 合同会社 顔晴れ塩竈（宮城県塩竈市）

及川 文男

がんばれしおがま

「人間が持つ発想力や機動力を信じて
  一瞬一瞬、楽しい時間と記憶づくりを」
人とアートが出会う場として『ビルドスペース』を運営。震

災後は、被災地域の子どもたちや、仮設住宅に入居するお

年寄りを対象とするワークショップなどを行う。

4 ビルド・フルーガス（宮城県塩竈市）

高田 彩
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3/11
13:30～17:00
2 F  体育館

11:00~13:00
1F コミュニティスペース

17:30~18:30
1F コミュニティスペース

展覧会出展者による活動プレゼンテーションやワークショップ、
被災地と東京を繋ぐUstream中継の他、一般公募による約30組
の活動も紹介します。

対 談

対 談

対 談

被災地に対する建築家および建築系研究室の支援活動「アーキエイド」の思想と、地域をつくる担い手をデザ
インする「コミュニティデザイン」の思想が、どのように結びつき共鳴するのか。
ゲスト：小野田泰明（東北大学大学院教授）×山崎 亮（studio-L 代表／京都造形芸術大学教授）

■みんなで手をつなごう！ 
　3.11つながれ地球プロジェクト
3.11への想いを「手をつなぐ」という
誰でも出来るアクションで、世界中とつなぐ！
■モヤモヤ会議
ワークショップ　講師：藤 浩志（美術家）
時間：15:30～17:00　定員：30名

モデレーター：新堀 学（建築家／わわプロジェクト プログラム・ディレクター）
ゲスト：島原万丈（仮り住まいの輪）、浅田英紀（GK設計）、
芳賀沼 整（はりゅうウッドスタジオ）、小泉秀樹（東京大学）、岩佐明彦（新潟大学） 他

自分たちの町に息づく文化を大切にしながら、
次の世代へつなげようと活動する復興リーダーたちによるトークセッション。
佐藤明徳（山田八幡宮・大杉神社／岩手県山田町）
芳賀正彦（特定非営利活動法人 吉里吉里国／岩手県大槌町吉里吉里）
及川文男（合同会社 顔晴れ塩竈／宮城県塩竈市）
鈴木大介（株式会社 鈴木酒造店 長井蔵／福島県双葉郡浪江町•山形県長井市）

上映会（ラウンジ） 11:00～13:00　13:15～15:15　19:00～21:00 トーク（コミュニティスペース） 15:30～17:00

トーク
セッション1

トーク
セッション2

ゲスト：姫田忠義（民族文化映像研究所所長）
聞き手：小林 一（NPO法人アジア企業家村推進機構常務理事）、
清水義次（株式会社アフタヌーンソサエティ代表取締役）、中村政人（3331Arts Chiyoda／わわプロジェクト ディレクター）

SUN

MON

25
13:00～15:00
1F コミュニティスペース

シンポジウム 東北を拠点に活動するキュレーターやアーティストの多様な活動から導かれる今後の社会を考える。

16:00～18:00
1F コミュニティスペース

基調講演：「震災と美術表現」山内宏泰（リアス・アーク美術館主任学芸員）
モデレーター：中村政人（3331Arts Chiyoda／わわプロジェクト ディレクター）
パネラー：宮本武典（キュレーター／東北芸術工科大学主任学芸員／東北復興支援機構
TRSOディレクター）、村上タカシ（美術家／一般社団法人MMIX Lab代表）

SUN

上映会
＆
トーク

上映会
＆
トーク

上映会
＆
トーク

20
13:00～15:00
1F コミュニティスペース

16:00～19:00
1F コミュニティスペース

震災から仮設住宅の建設・運営における新しい動きについて概観し、今後の仮設居住のあり方
について考える。被災地で実際に活動する建築家などによるプレゼンテーション。

石巻の商店街再生を目指し、商業や交流の観点から未来の石巻をつくるメンバーが集結。
クリエイティブで多岐にわたるその活動を紹介します。

TUE
春分の日

ゲスト：窪田研二（インディペンデントキュレーター／KENJI KUBOTA ART OFFICE代表） 他 参加アーティスト

トーク
セッション4

トーク
セッション3

24
13:00～15:00
1F コミュニティスペース

16:00～18:30
1F ラウンジ

はたして工学で街は救えたのか？ 復興はいかにあるべきか？ 津波の記憶はどのように
語り継ぐべきなのか？3.11から1年が経過する現在の展望を語る。
ゲスト：五十嵐太郎（東北大学大学院教授）× 磯 達雄（建築ジャーナリスト）　

SAT

使用済み核燃料再処理工場が建設された青森県六ヶ所村。そこで暮らす人々を見つめたドキュメンタリー
映画を上映。被曝と原発の問題を追い続ける映像作家・鎌仲ひとみ氏によるトークも開催します。

岩井俊二プロデュース『FUKUSHIMA DAY』の桜井監督と、第62回ベルリン国際映画祭フォーラム部門正式出
品作品『無人地帯 No Man's Zone』の藤原監督が、撮影映像を交え福島で生きることの真を問う。
ゲスト：桜井亜美（作家/映画監督）× 藤原敏史（映画作家）

震災後いち早く、アートを通した支援活動「Japan Art Donation」を設立した窪田氏と
参加アーティストを迎え、3.11以降のアートを語る。

津波被害を受けた三陸沿岸部に暮らす人々の「対話」を撮り続けたドキュメンタリー
映像作品。監督も来場し、上映後に来場者との対話を行います。
ゲスト：濱口竜介（映画監督）、酒井 耕（映画監督）　入場料金：500円

鎌仲ひとみ（映像作家）　入場料金：1000円（トーク含む）ゲスト：

17
1F ラウンジ &
コミュニティスペース

SAT

‒岩手県下閉伊郡山田町に伝わる郷土芸能18
15:00～15:30
1F コミュニティスペース

15:45～17:30
1F コミュニティスペース

岩手県山田町の人々が大切にする秋祭り『山田祭』に奉納されてきた郷土芸能のひとつ「八幡大
神楽」を、多くの支援に対する感謝の意を込めて山田から子供たちとともに来訪し、披露します。

SUN

日本各地の暮らしを50年間撮り続けてきた姫田忠義氏の映像を上映し、歴史を越えた日本の文化
=基層文化から、今求められる日本の未来について手がかりを探る。

岩手県下閉伊郡山田町「八幡大神楽」

定員なし

定員80名

14
18:30~20:30
1F コミュニティスペース

WED

定員80名

定員80名

定員80名

定員80名

定員80名

定員80名

定員80名

定員80名

定員80名

定員40名

上映会 各回定員40名
トーク 定員80名

上：及川文男／下：鈴木大介

「わわプロジェクト」は東北各地で復興支援活動を行っている人々と支援したい人々をつなぐためのアートプロジェクト。

被災地域の活動家たちと緊密に連携し、活動拠点を整備。さらに新聞やウェブを活用した情報発信を行う。

“わ（個）と わ（個）”を結び、持続可能なコミュニティの実現を目指しています。

W A W A  p r o j e c t とは？

わわプロジェクト事務局（一般社団法人非営利芸術活動団体コマンド N）担当／里村、松渕
TE L / F A X：0 3 - 6 2 4 0 - 1 6 0 8　直通：08 0 - 4 1 5 0 - 2 5 5 0　E -MA I L： i n f o@wawa . o r . j p

wawa .or . jp

「3.11 Arts Action」参加者募集！

応募受付締切： 2月25日（土）必着 

建築ジャーナリスト
東北大学
大学院教授

磯 達雄五十嵐太郎

桜井亜美
作家/映画監督

藤原敏史
映画作家

宮本武典 中村政人

山内宏泰

村上タカシ

SC
H
ED

U
LE

イベント

イベント

wawa .or . jp最新情報はWebサイトにてご確認下さい。

ゲスト：松村豪太（石巻2.0代表／NPO法人石巻スポーツ振興サポートセンター／復興バーマスター）、
千葉隆博（石巻2.0／石巻工房工房長）、芦沢啓治（石巻2.0／建築家／石巻工房）、
西田 司（石巻2.0／建築家／オンデザインパートナーズ）、小泉瑛一（石巻2.0 石巻駐在中／オンデザインパートナーズ） 他

「つくることが生きること」
東日本大震災復興支援プロジェクト展 「3.11 Arts Action」では、ジャンルを問わ

ず復興支援活動を行う個人／団体／グルー
プを募集しております。わわプロジェクトの
Webサイトをご覧の上お申し込みください。

※一般公募による出展者は約30組を予定してお
ります。また、出展者は審査の上決定致します。

会期：2 0 1 2 年 3月1 1日（日）～ 2 5日（日）会期中無休  ／  開場：1 2 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0  ／  入場無料  ／  会場：3 3 3 1 A r t s  C h i y o d a  メインギャラリー

PH:Takeshi HOSOKAWA PH:wawa project

PH:Izuru ECHIGOYA PH:wawa projectPH:Reij i  OHE PH:Reij i  OHE

会場：アーツ千代田  3 3 3 1｜ 3 3 3 1 A r t s  C h i y o d a　〒 1 0 1 -  0 0 2 1  東京都千代田区外神田 6 - 1 1 - 1 4　 T E L： 0 3 - 6 8 0 3 - 2 4 4 1（代）

3.11 Arts Action

出演者：開発好明（アーティスト）、
近藤ヒデノリ（ACT FOR JAPAN 発起人）、椿 昇（現代美術家）、
富士フイルム写真救済プロジェクト、ユイノハマプロジェクト  他

「アーキエイド×コミュニティデザイン－地域の再創出」

「つくることが生きること」（仮称）

「被災地を歩きながら考えたこと」

「被災地の復興リーダーが語る東北の現状とこれから」 （仮称）

「仮設住宅で始まっていること」

「あたらしい石巻をつくる／ISHINOMAKI  2 .0」

「3.11以降のアート」 （仮称）

「なみのおと」 （監督：濱口竜介・酒井 耕）

「六ヶ所村ラプソディー」（監督：鎌仲ひとみ）

「いま、福島で映画を撮るということ」

「八幡大神楽」

「民族文化映像・基層文化・日本の未来10原則 vol.1」

藤浩志

入場料金の表記のない催事は無料でご参加いただけます。

山崎  亮小野田泰明
studio-L 代表／

京都造形芸術大学教授東北大学大学院教授

姫田忠義

鎌仲ひとみ

窪田研二
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